
Ria2000による街全体の都市開発

ビルバオ都市再生の第一段階は、重工業で汚染されたネルヴィオン川の水質改善でした。1981年「ネルヴィオン川水質改
善のための包括計画」が策定されました。1991年にはネルヴィオン川を軸とする30 の市町村とバスク州、ビスカヤ県、民
間企業、大学、NPO など100以上の組織が連携する「ビルバオ・メトロポリー30」という共同体となり、「ビルバオ大都市圏

の再生戦略プラン」の立案・推進機構となります。工場跡地の大規模開発が計画され、政府系の共同出資により再開発推
進機構「ビルバオ河岸2000(Ria2000)」が組織されました。
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Bilbao Ría 2000

Bilbao Ría 2000 
1992年11月19日設立

構成
SEPES （住宅省） ２５％
バスク州政府 １５％
ビスカヤ州議会 １５％
ビルバオ市役所 １５％
ビルバオ港湾当局 １０％
ADIF １０％ （私鉄）
FEVE ５％ Ferrocarriles Españoles de Vía Estrecha （私鉄）
バラカルド市役所 ５％



様々な都市デザイン

地下鉄出入り口 ノーマンフォスター

ツインタワービル 磯崎

ビルバオ新空港 カラトラバ

ズビリ橋 カラトラバ







Rekalde （レカルデ）とAmetzola(アメソラ)の二つの地区を分断していた

線路が地下化され両地区を一体化した。





鉄道上空を
道路として
利用











アバンドイバラ


	ビルバオ
	ビルバオ
	Bilbao Ría 2000
	アバンドイバラ

